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政府の収入と支出 
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歳入をどう見通すか 基礎的財政収支対象経費の先行き 
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（注）実質額は2010年基準消費者物価のベース。地方の普通会計の基礎的財政収支対象経費は表象されて

いないため、税収等から基礎的財政収支を控除した金額をそれとした。

（出所）内閣府「中長期の経済財政に関する試算」（2015年2月12日）、総務省「消費者物価指数」より

大和総研作成
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＜法人税と繰越欠損金の動向＞
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（注）05年までは年分（2-1月決算ベース）、06年以降は年度分（4-3月決算ベース）。

（出所）国税庁「会社標本調査（税務統計から見た法人企業の実態）」より大和総研作成
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財政健全化のために必要なこと 
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（出所）内閣府「国民経済計算」より大和総研作成

経済部門別にみた資金過不足のバランス 
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（注）07年度と13年度について純利払いはFISIM調整後ベースだが、基礎的財政収支はFISIM調整前で計算されている。

（出所）内閣府「国民経済計算」より大和総研作成
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財政収支のサイクルとその変動要因 
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